
2027年 3月期第１四半期 決算説明会・主な質疑応答 
 
決算説明会での主な質疑応答を掲載しています。 
開催日時︓2026年 8月 6日（木） 
 
＜ご留意事項＞  
 「主な質疑応答」は、説明会での質疑をそのまま書き起こしたものではなく、ご参加いただけなかった方々
向けに、当社の判断で簡潔にまとめたものです。 
また、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

全社 

Q︓Q1の会社計画に対する実績の進捗状況について教えてほしい。 
A︓売上収益は、為替影響やヘルスケア事業・インダストリー事業の好調な推移があった一方で、映像事
業の販売下振れに加え、精機事業・デジタルマニュファクチャリング事業における一部販売繰延等により、
全社では社内計画に対して約 70 億円未達となりました。営業利益は、ヘルスケア事業・インダストリー事
業の上振れに加え、米国関税還付（40億円）の計上が寄与し、全社では計画を約50億円上回る結
果となりました。 
 
Q︓米国関税還付の影響額や事業別の内訳を教えてほしい。 
A︓Q1 に 40億円の米国関税還付を計上しており、これは想定される還付額全体の 6～7割程度に相
当します。残額についても還付を受けられる可能性はありますが、還付時期および金額の見通しには不確
実性があるため、今回公表の通期業績予想に織り込んでおりません。なお、Q1 に計上した還付額の事業
別の内訳は、7割強が映像事業、残りが主にヘルスケア事業となります。 
 
 

映像 

Q︓販売計画を下方修正した主な要因を教えてほしい。 
A︓足元での中国における需要減により、上期の販売計画を引き下げております。中国市場は、政府の
消費刺激策（クーポン）の対象からカメラ製品が外れたことや、マクロ経済の減速影響を受け、当初想定
を下回って推移しております。先行きについても不透明感が継続していることから、市場環境を慎重に見極
めてまいります。 
 
 
 



Q︓メモリー価格高騰の影響について教えてほしい。 
A︓期初時点では、メモリー価格高騰による今期営業利益への影響を二桁億円後半と見込んでおり、現
時点では概ね想定どおりに推移しています。一方で、今後の価格動向には不透明感も残ることから、追加
的な影響が生じる可能性については引き続き注視していきます。なお、今期必要分の調達については確
保の目途が立っています。 
 
 

精機 

Q︓FPDの来期見通しについて教えてほしい。 
A︓来期については、今期を上回る販売台数を目指しています。来期の上期については比較的見通しが
立っている一方で、下期についてはなお不透明な要素が残っていますが、今期は 27 台の販売を計画して
おり、来期はこれを上回る水準を目指して事業活動を進めてまいります。 
 
Q︓デジタル露光装置について最新の状況を教えてほしい。 
A︓当社のデジタル露光装置「DSP-100」は既に初受注を獲得しており、2027 年度からの業績寄与を
見込んでいます。また、半導体デバイス製造の後工程にあたるアドバンストパッケージング分野では、顧客ニ
ーズの多様化が進んでいることを踏まえ、1.5µm（Line and Space）の解像度でより生産性の高いデ
ジタル露光装置の開発を今年 6 月に発表しましたが、こちらも既に商談を獲得しており、2027 年度中の
発売を予定しています。 
 
 

デジタルマニュファクチャリング 

Q︓市場環境および事業進捗について教えてほしい。 
A︓金属 3Dプリンター市場は、防衛・宇宙分野を中心に堅調な需要が継続しています。足元では、従来
の単発案件に加え、大型顧客からリピートオーダーでの複数台案件の引き合いも増加しており、事業環境
は良好に推移しています。今期はSLM社単体での黒字化を重要な目標としており、現時点ではその達成
に向けて概ね計画どおりに進捗しています。 
 

以上 


